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 上越市議会では、本会議を傍聴された

方にアンケートを行い、議会改革に生か

そうしています。 

 このほど、３月議会を傍聴された方の

アンケート結果がまとまり発表されまし

た。 

 それによると、議員に対しては、｢初め

て傍聴したが、時間の無駄が多い。地域

住民の大切な税金を浪費している。国会

などの無駄をまねすることなく、単刀直

入に質問することが大事である｣といった

辛口の意見や、｢福祉国家実現に向けて努

力してほしい｣｢市内の中山間地の整備に

もっと注力してほしい。それが活力ある

上越市につながるのではないかと思う｣と

いった要望がありました。 

 また、傍聴の規則や運営に関して、｢メ

モが取りづらい｣｢議会中に分からない用

語を調べたいときがある。傍聴時にタブ

レットやスマホでの資料閲覧を許してほ

しい｣｢本会議場の配置図があればどこに

誰が座っているのか分かりやすいと思う｣

｢議場の掛時計が見にくい。壁と同色のた

め傍聴席から分かりづらい｣といった指摘

もあり、議員の立場からは気づきにくい

問題点も明らかになりました。 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（4月16日現在） 

 ＰＣＲ検査実施件数 8198件(前週＋217) 
 管内陽性件数     92件(前週＋4) 
 上越市内陽性件数   83件(前週＋3) 
 陽性率       1.12％(前週1.10％) 

 
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
急
増
し
、
感
染
拡

大
は
第
４
波
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
内
で
も
、
新
潟
市
に
特

別
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

全
国
で
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も

開
始
さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
も

21
日
に
介
護
施
設
な
ど
で
接
種

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
な
ど
の
例
を
見
る
と
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
効
果
に
は
期
待

で
き
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
全
国
民
に
ワ
ク
チ

ン
が
行
き
届
く
ま
で
に
は
ま
だ

か
な
り
の
月
日
が
か
か
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
若
年
層

へ
の
接
種
開
始
は
ま
だ
見
通
し

が
な
い
の
が
実
態
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
感

染
防
止
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
、
ま
ず
大
規
模
な
検
査
に
よ

る
感
染
者
の
特
定
・
保
護
で

す
。
そ
し
て
、
人
の
動
き
を
抑

え
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
十

分
な
補
償
と
支
援
が
前
提
に
な

り
ま
す
。 

 

同
時
に
、
医
療
機
関
へ
の
減

収
補
て
ん
を
行
い
、
医
療
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
止

を
決
断
し
、
感
染
防
止
対
策
に

集
中
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。 

 

政
府
は
何
の
手
も
打
て
な
い

ば
か
り
か
、
医
療
崩
壊
を
目
の

前
に
し
な
が
ら
病
院
の
統
廃
合

を
や
め
よ
う
と
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
固
執

し
、
選
手
や
関
係
者
の
安
全
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
ま
す
。 

 
そ
う
し
た
中
、
最
前
線
で
市

民
の
安
全
を
守
る
べ
き
市
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。 

 

村
山
市
長
は
16
日
、｢

感
染

拡
大
防
止
に
向
け
た
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ｣

を
発
表
し
ま
し
た

が
、
内
容
は｢

引
き
続
き
、
マ

ス
ク
の
着
用
や
手
指
の
消
毒
、

ま
た
、
飲
食
な
ど
の
『
感
染
リ

ス
ク
が
高
ま
る
５
つ
の
場
面
』

で
は
特
に
注
意
し
て
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。｣

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

こ
こ
に
は
、
政
府
の
無
策
に

代
わ
っ
て
市
が
独
自
に
検
査
な

ど
の
手
を
打
つ
と
い
う
姿
勢
は

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

今
こ
そ
、
政
府
も
県
も
市
も

互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
、
大
規

模
な
検
査
と
十
分
な
補
償･

支

援
を
行
う
な
ど
、
感
染
拡
大
防

止
に
一
丸
と
な
る
べ
き
で
す
。 

 政府は、一昨年秋に発表して国民の大きな批判の的

になった｢公立･公的病院の再編･統廃合｣をあくまで強

行する構えです。その手段として、現在436の対象と

なっている病院のリストの中から重点地域を定め、一

時的に補助金を集中的につぎ込んで、切り崩していく

方針です。 

 この再編･統廃合の対象としている病院の選び方に

は、次のような大きな問題点があります。 

 まず、選定基準にしている診療実績データの問題です。 

・ ２年前の単年度の診療実績に基づいており、経年

的な変化や実績は考慮されていません。 

・ 各症例の総数に基づいており、病床規模が小さい

病院ほど下位に判定されやすくなります。 

・ がん･心臓･脳疾患領域が中心で、神経疾患･整形外

科やリハビリなどの専門病院の特性が考慮されてい

ません。 

・ 周辺に大学病院などが複数あれば診療実績が低い

と判定されやすく、地域の医療連携から回復期を

担っているなどの役割が考慮されていません。 

 次に、地理的条件が考慮されていない問題です。 

・ 降雪地帯やへき地、交通アクセスが悪いなど地域

の実状が考慮されていません。 

・ 小規模病院が地域内に点在する実状が考慮されて

いません。 

・ 交通アクセスの実態や住民の生活環境、特に高齢

者や障害者は移動が難しくなることは考慮されてい

ません。 


